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日中相互理解促進を目指して 

―日本創業 10 周年の報告― 

 
 
 
 
 
 
 
 
段 躍中 

 
今回は段先生からレジュメをいただいたので、そ

のまま「段躍中レポート」として使わせていただ

くことにした｡どうぞ、ご覧下さい。 

 

「少しでも多くの方に日本でチャレンジし

ている留学生を応援していただければと思

い、私の来日生活 15年間と創業 10年間の
ことを中心にお話しさせていただきます。 
それでは、レジュメにそってお話しいたし

ます。(注：サービス精神旺盛な段先生はレジュ
メ外のお話を中心に、ご講演内容を急遽変更して

下さったことをご報告申し上げます。その内容た

るや、とてもこのレポートに載せる訳にはまいり

ません。実にその…有意義なお話でした。) 
 
すでに履歴をご覧いただいているとは思い

ますが、私は 1958年に生まれました。 
(注：本レポートの末に段先生の履歴を掲げます) 

名前に大躍進の一文字「躍」が使われてい

るのは、この時代の名残です。中華人民共

和国の大躍進時代にならって、段躍中と名

づけられたのです。 
 
去年は、中国の故郷を出て 30 周年、結婚
20周年、日本に来て 15周年、小さな出版
社をつくって 10周年、そして 48歳で年男
と、記念すべきことの多い 1年でした。 
 
9１年 8月、北京から東京に来ました。 
国外に出るのは初めてのことでした。 
 
私は、湖南省出身です。湖南省の特色は辛

い料理です。 
それから少し自慢させていただくと、湖南

省は多くの政治家を輩出した省です。 
国家主席の毛沢東と劉少奇。 
それから胡耀邦。中曽根さんとよい関係を

持っていた胡耀邦です。 
前の総理の朱鎔基もいます。このように、

湖南省はたくさんの大物政治家を出した所

です。 
 
91年に来日してから今年で 16年目になり
ますが、簡単にわけるとふたつの時期にわ

けられます。 
 
最初の 8年間は留学生の時代で、修士号と
博士号をとりました。その後の 8年間は、
非常勤講師をしながらジャーナリズムの仕

事にチャレンジしてきました。 
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現在も、ある大学の非常勤講師をしながら

出版を続けています。 

 
修士課程の論文のテーマは『日本の中国語

メディア研究』で、後日、北溟社から出版

されました。 
薄い本ですが、150 以上の中国語メディア
の歴史と変遷、現在の発行状況、編集、広

告、とにかくいろいろなことを調べてまと

めた、日本の中国語メディアについての初

めてのリストです。 
 
95 年 4 月、新潟大学の博士課程に進学し、
2000年 3月に課程を修了しました。 
文部科学省の審査を受け、2003年に博士論
文の『現代中国人の日本留学』を明石

書店から出版しました。その時、文部省か

ら 180万円いただきました。 
 
自分の出版社で自分の論文を出さない方が

よいと考えていますし、私の出版社よりは

るかに有名な出版社から出していただけた

ので光栄でした。 
これは、修士論文の延長線上にあり、80年

代以降日本へ来た中国人留学生についてま

とめたボリュームのある本です。 
中国人留学生の歴史に関心がある方へお薦

めの 1冊です。 
留学生としての 8年間の成果は何かと言え
ば、この 2冊の本です。 
 

この他にも博士課程在籍中には『在日中

国人大全』をまとめましたが、これは後

でお話しいたします。 
 
96 年、新潟から川口市へ引っ越しました。
川口では、知り合いの日本人の所に住まわ

せてもらいました。その時から大学の非常

勤講師として勤め始め、多い時には１０コ

マの中国語の授業を毎週担当してきました。

家族が４人いましたし、出版の費用なども

あり生活は大変でした。 

 

この年配布した小冊子『日本僑報』は、以

来ほとんど同じスタイルで作り続けていま

す。このスタイルを選択したのは、中国の

新聞は大きい紙面が多く研究者文献を保管

するのに不便だったため、このスタイルで

毎年綴じた方が便利ではないかと言われた

からです。 
 
日本での主な創業活動については、四つの

面からお話しいたします。 
 
（1）まず、三つのメディアの発行です。 

『日本僑報 印刷版』は、最初は 8 ペ
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ージしかありませんでした。今は 16 ペー
ジあり、毎月 1日を目標に発行しています。
小さくても長く続けるのが大変です。 
しかしおかげさまで今現在 103号目まで発
行いたしました。 
 
レイアウト、編集、写真、すべて一人でや

っておりますので、原稿料を支払うことも

なく印刷代だけあれば簡単に続けられる…。

これはワンマン運転のよいところです。た

だ、近年はほとんど日本僑報社の出版物の

宣伝になっており、そのため購読者も少な

く、殆ど無料で配布しています。 
 

加藤さんからご紹介いただいたメールマガ

ジン『日本僑報電子週刊』は 98年 8月
から配信しております。 
一昨日、613号目を配信いたしました。 
 
『日本僑報電子週刊』は、昨年「まぐまぐ

大賞 2006」にノミネートされました。「ま
ぐまぐ」というのは電子メールで配信する

情報誌、メールマガジンの配信システムで、

そこに登録されているメールマガジンは全

部で 3万件以上ありますが、読者の推薦で、
ニュース・情報源部門の 10 誌にノミネー
トされました。残念ながら大賞にはなりま

せんでしたが、とても光栄なことでした。 
 
購読者は多い時では 1万人以上にもなり、
今現在では 5千人以上います。 
メルマガはコストも少なく、印刷物より便

利です。 
 
購読者は世界中にいて、『日本僑報電子週

刊』は日本国内に 6-7 割、中国大陸を中心
に台湾、香港、アメリカ、ドイツなど全部

で 20カ国以上の読者を持っています。 
友人と連絡がとれなくなった方の伝言をメ

ルマガに載せたら、「私はここにいます」と

いうメールがドイツから届いた、というこ

ともありました。そしておふたりは連絡を

取り合うことができました。読者のコミュ

ニケーションにも役立てて嬉しく感じまし

た。 
 
メルマガは素晴ら

しいですが、問題

は一人でいつまで

続けられるか…で

す。 
 
先日、目標として

1000 号までは頑
張ると報告しましたが…。メルマガは、ど

こからでも発信できるというメリットがあ

るので長く続けていくつもりです。 
 

ブログ『段躍中日報』は、2005 年から
始めました。ほぼ毎日更新しています。 
今日現在、2294本の原稿を書きました。 
9 割以上は全部自分で書いたもの・編集し
たもので、ほかは数名の『日本僑報』の特

約記者に書いてもらい、ブログで発信して
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います。 
 
この三つのメディアを通して、在日中国人

の活動や日中関係の情報を中心に発信して

います。情報量はかなりあるのですが、一

人の中国人が日本語でまとめているもので

すから、文法を間違えたり、日中政府に対

する批判や大使館の活動についての不満な

どを率直に発言したりしているので、たま

に批判意見が飛んできます。 
 
私の大好きなこの三つのメディアを今後も

続けていくつもりです。 
 
（２ ）創業活動についての２ つ目は書籍の

出版についてです。 

日本での創業 10 年間に 150 冊ほど出して
いますが、その第 1号が『在日中国人大全』
です。約５年かけてまとめたデータ本で、

98年に出版しました。 
 
まとめた理由は二つあります。 
修士論文をまとめていた時にたくさんの在

日中国人が活躍しているのを知ったためと、

日本の新聞の社会面で中国人の犯罪ニュー

スをよく目にするので、ジャーナリストの

一人として日本社会での中国人イメージを

改善したい、日中相互理解に役立ちたいと

思ったからです。 
 
そのため中国人の活躍、たとえば日本の約

7 百の大学に何千人もいる中国人講師の活

躍、6 千人を超える日本で博士号をとった
中国人の活躍、そういった情報をこの 1冊
にまとめました。 
 

98年までに博士号をとった中国人は 2千 2
百人いて、それもこの中におさめられてい

ます。 
中国人が日本語で書いた本は、その当時で

5 百冊を超えていました。その上たくさん
の人が賞をとっていたので、その情報もあ

ります。日本の言論の自由のおかげでもあ

りますが、百以上もの新聞雑誌を出してい

ることは素晴らしい実績ではないかと思っ

たのでまとめました。 
 
これは私がまとめた第 1号の本です。情報
はたくさん収集できたのですが、出版の経

験がまったくなかったので、編集、レイア

ウトはどうするかなど、本当に苦労しまし

た。 
 
この本は、まとめるのに約 2年、編集に約
2年かかっています。その間、過労で倒れ 2
回も救急車で運ばれました。娘も自分のそ

ばに置くことができず、北京の親戚のとこ

ろにあずけていました。 
 
とにもかくにもこの 1冊ができたというこ
とは自信につながりました。日本での反響

もあり、私のような無名な留学生でもこの

1冊のおかげで朝日新聞の『ひと』欄、NHK 
BS-1の『ハローニッポン』外国人の活躍を
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紹介する番組（毎回 20 分）に取り上げら
れ、私の特集番組も作ってくれました。 
これは素晴らしいことでしたので、自分の

特性を生かしてやっていけるのではないか

と感じました。 
 
北京では全国紙の新聞記者をやっておりま

したので、日本でこうした仕事を続けてい

ければこんな幸せなことはないと思い、98
年の 1冊を第 1号として売れない本をどん
どん作り続けました。 
 
その中で自慢に思っている本がいくつかあ

ります。 
ひとつは、私の出版社で企画した 6冊の中
国人博士論文です。博士号をとっている中

国人は大勢いても博士論文を出版できる者

はほんの一部です。博士論文は価値のある

学術の成果ですし、社会に役立てたいとも

思い、『博士文庫』をつくりました。 
 
また、中国人留学生の修士論文を刊行しは

じめています。この 20数年間で約 20万人
の中国人留学生が大学に在籍しました。 
 
現在は、留学生が 7 万人以上、就学生も 3
万人で、10 万人以上います。84 年の時点
から現在まで、何万人もの中国人留学生が

修士号をとっていますが、その修士論文を

日本語の本として出版することはほとんど

ありませんでした。 
 

私のところは小さな出版社ですが、修士論

文を公開して社会に発信しようと、2004
年『中国のインターネットにおける対日言

論分析』を出版しました。この本は大変反

響があり、多くの全国紙で取り上げられま

した。 
 
それから、2000年から始めた「8.15」シリ
ーズがあります。日本の靖国神社問題、戦

争責任問題、中国侵略の史実を記録したも

ので、毎年 8月 15日に出しています。 
今現在で 12 冊出ていて、年によっては 2
冊出すこともあります。 
『8.15』という名前のシリーズは、世界で
ただひとつだと思いますが、このシリーズ

が一番売れません。 
もちろん、翻訳、製本など様々な問題もあ

りますが、こういった本を日本で販売する

のは難しいとつくづく感じています。それ

でも、歴史の資料として残したいという思

いから、これからも頑張りたいです。 
 
それから、『隣人新書』です。日中両国は永

遠に引越しできない隣人と思うところから

このタイトルにしました。 
 
日中国交回復 30周年の 2002年に文庫本の
かたちで創刊しました。今現在まで 17 冊
発行しています。テーマをひとつにしてい

るので早く出せるというメリットがあり、

2004年のアジアカップ・サッカー問題の時
にはその話題の本として、企画から納品ま
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でわずか 1ヶ月で出すことができました。
日本語と中国語の両方を載せているのでと

ても人気があります。このシリーズの何冊

かは、中国関係の書籍の中でベストセラー

になりました。 
 

それと、『氷点』シリーズです。このシリー

ズは新しいチャレンジとして、2006年に出
しました。『氷点』は、今まで出したことの

ないようなスタイルと内容でしたので、多

くの方からご心配いただきました。 
全部で 4冊企画しました。 
 
出版した約 150冊の本の中で、中国語の本
は約 30 冊、日中対訳の特色を持つ本は約
40冊あります。 
 
日中対訳は、私のような小さな出版社でし

かできないかもしれません。筆者自身は中

国人なので中国語の編集の力は十分持って

いますが、日本語は各分野の先生方やアル

バイト編集員のおかげで、こうした対訳本

を出せています。 
これは、日中文化交流における新しい成果

ではないかと考えております。 
 
（３ ）創業活動についての３ つ目は、資料

の収集・研究です。 

『在日中国人大全』をまとめた際などもそ

うですが、コツコツ収集するのが好きなせ

いか資料がたくさん集まったので、留学中

に小さな資料室「中国留学生文庫」を作り、

その後名称を「在日中国人文献資料センタ

ー」に改名しました。 
今まで発行された在日中国人による新聞・

雑誌、日中友好のミニコミ誌を中心に集め、

まとめています。大宅文庫のようなものを

目標にしています。 
 
これまで集めた資料は、今はそれほど価値

がないかもしれませんが、30 年、50 年後
はどうでしょうか。たとえば魯迅、郭沫若

といった大物が日本に来た時の資料は、あ

まり残っていません。 
 
今日本で活躍している 60万人の中国人は、
多くの書物、新聞や雑誌を出しています。

30 年、50 年、100 年後に彼らの活動を調
べる手がかりになればと思っているので、

できるだけ集めて製本し保存しています。 
問題は、在日中国人による新聞、雑誌ます

ます増えているので保管する場所がなくな

ってきていることです。 
日本政府からも中国政府からも支援がまっ

たく得られません。この先どうしようかと

困っております。 
 
この報告のチャンスを生かして、何かアイ

ディアやお力などいただければと考えてお

ります。 
 
（４ ）創業活動についての４ つ目は、日中

交流研究所の設立です。 

2005 年 1 月に小さな日中交流研究所を作
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り、主に日本語作文コンクールと中国

語作文コンクールの二つのコンクール

を行っています。これは、日中相互理解に

大変役立つものだと考えています。 
 

と言うのは、翻訳や通訳なしに直接その国

の言葉を使って相互発信しているので、本

音が出し合えるからです。 
特に、日本人の中国作文コンクールは素晴

らしい作文が多く、私たち中国人が読んで

も感動の涙が出ます。 
 
お渡ししたチラシの『娘を連れての中国留

学』も中国語のタイトルがついていました。

このように日本人自らが中国語で書いた文

章を中国に発信し、中国の新聞雑誌に載る

ことは大変素晴らしいことだと自負してお

ります。 
 

しかし、こういった活動は経済面で大変大

きな困難を抱えています。スポンサーはゼ

ロです。 
今回なぜ皆様に贈呈できたかと申しますと、

日本財団の笹川陽平さんにご支援いただい

たからです。これは日本語作文ですからご

支援いただけましたが、中国語作文コンク

ールは中国側企業からの支援がないとでき

ません。ですが、そのような支援はまった

く得られませんでした。 
ここまでやって来られたのには、いくつか

理由があります。 
 

ひとつは、中国の改革・開放政策、鄧小平

さんのおかげです。もしそのような政策が

なければ、日本に来ることはできなかった

でしょう。鎖国時代のような政策でしたら

国外には出られません。 
私は北京で新聞記者をやっていましたが、

それでも外国へ行くチャンスはありません

でした。 
 
もうひとつは、日本の国際化のおかげです。

国際化がなければ、私たち外国人は日本で

何もできません。どんなに努力してもでき

ません。たとえば日本の大学が何千人もの

中国人講師を雇うことができたのは、日本

に国際化の流れがあったからです。 
 
私が本を出版できたのは日本の言論の自由

のおかげです。『氷点』シリーズを出しても

それほど問題にはなりません。小泉さんや

石原さんを批判するものを出しても、まっ

たく問題ありません。日本のジャーナリズ

ムがこのような環境だったので、出版活動

ができました。 
 
しかしここで、私の日中交流の体験上の不

満を少し申し上げたいと思います。 
 
私は日本で三つの「重視」と「軽視」を感

じました。 
中国語で言うと、三重三軽（重官軽民、重

団体軽個人、重遠軽近）ですが、日本の国

際交流の問題点として、この三つを主張で



第 23回元気会「段躍中レポート」 

 25 

きるのではないかと思います。 
 
重官軽民。 
官僚や政府レベルは重視されるのですが、

一般の市民や民間の行事にはなかなか支援

が得られず、日本語作文コンクールのよう

な活動でも、国際交流基金から続けて支援

を得られませんでした。 
 
重団体軽個人。 
大きな団体は重視されますが、一個人は難

しいです。後援名義申請をする時、団体の

場合は役員名簿などがありますが、私のと

ころは何もないのでいろいろ調べられ、後

援名義さえもらえない時もありました。 
 
それから、重遠軽近。 
遠い場所との交流を重視しています。中国

現地の人と交流することは反対ではありま

せんが、隣に住んでいる中国人の付き合い

とか、近所を重視することは大切です。 
 
最後に私の「こころの語録」を述べたいと

思います。 
「焦らず、急がず、止まることなしに」 
 
これは私の日本の保証人から贈られた言葉

で、いつもこの言葉を胸に行動しています。

これは、東京新聞の夕刊の一面にも取り上

げられた言葉です。これを締めくくりの言

葉として皆様に申し上げたいと思います。 
短い時間でしたので、日中関係、日中交流

の大きな話はできず、あくまでも私の個人

的な体験や活動でしたが、報告させていた

だきました。」 
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段躍中先生の略歴： 

1958年、中国湖南省に生まれる。 

有力紙「中国青年報」記者、一面デスク

などを経て1991年に来日。 

95年、新潟大学大学院現代社会文化研究

科に入学。 

99年、日本僑報社を設立。 

日中関連の書籍約１００冊を発行。 

日中交流研究所長、北京大学、上海同済

大学、大阪経済法科大学、沖縄大学客員

研究員、日本華人教授会義幹事、日本華

僑華人学会常任理事。 

日中問題に関する書籍を積極的に出版し

ている。 

◆日本僑報社・日中交流研究所・中国研究

書店 http://duan.jp 

◆日本僑報電子週刊 

http://www.mag2.com/m/0000005117.htm 

◆ ブログ・段躍中日報 

http://duan.exblog.jp/ 

【学ぶ姿と二次会場全華圓での名刺交換会】 

  


